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OpenVINO™ ツールキット

AI を活用したインタラクティブ・サイネージで
顧客応対の自動化と高度化を目指す

ココカラファインの店舗を舞台に、複数のメーカーが参加して AI 活用の実証実験が行われています。その開発環境と
実行環境に OpenVINO™ ツールキットが採用され、安価で迅速な開発と、安定的で高速な推論処理を実現しています。
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大量廃棄が発生する紙の販促ツールと
販売前データの収集・活用が課題
ココカラファインヘルスケア（本社・神奈川県横浜市港北区）は、日本全国に 1,300店舗超

を展開するドラッグストア・チェーンです（2021年3月31日現在）。各店舗では、医薬品は

もちろん、化粧品や日用品、食品などさまざまなカテゴリーの商品を販売しています。

メーカーは自社商品を目立たせるため、一般的にポスターや POP といった紙の販促ツー

ルを各店舗に配布しますが、多くが無駄になっている現実があります。株式会社ココカラ

ファインヘルスケア ドラッグ事業本部 商品・店舗企画部 販促チーム 担当課長 利根川 誠氏

は、「店舗スタッフは非常に忙しく、貼り替える暇があまりありません。設置場所も限られる

ため、貼り出さず廃棄するツールが大量に発生していました」と説明。販促ツールはメー

カー側でも使い切れていません。一般社団法人リテール AI 研究会 テクノロジー・アドバイ

ザー 今村修一郎氏は、「メーカーは販促物がなくなると困るので多めに作ります。しかし使

い切ることはほとんどなく、年間数億円分廃棄するケースもあります」といいます。

もう 1つデータ活用の面でも課題がありました。小売業では以前から POS データを収集・

活用し購買データの活用は進んでいますが、購買前のデータは十分に活用できていません。

メーカーの悩みとしてカルビー株式会社 営業企画本部 流通戦略部 デジタルシフト推進担

当マネージャー 松永遼氏は、「POS データや ID データから購買実績や顧客分析を行って

お得意先に提案するのですが、提案や施策が画一的になりがちでした。買う前に何を悩ん

でいたかや、買わなかった人のデータなどが分かれば、より的確で具体的な施策を提案で

きるのではないか」といいます。ココカラファインにも、データ分析の課題がありました。

「本部で POS 分析を行い店舗にフィードバックしていますが、店は立地によってお客様の

属性や年齢構成などもそれぞれ違います。そのため新商品をどう売っていくかなどは、店舗

スタッフの感覚知に頼る部分が大きくなっています」（利根川氏）。

そこで、店舗に負担をかけることなく効果的な販促活動ができないかと、デジタルサイネー

ジを使った実証実験に着手しました。今回の実験が画期的なのは、複数の小売業とメーカー

が協力して行っている点です。流通小売業はココカラファインとコンビニ 1社、メーカーは

カルビーの他、ロッテ、ライオン、ユニチャーム、エステーが参加しています。

写真右から、刀根亮太氏、利根川誠氏、今村修一郎氏、松永遼氏



ライバル会社が集結し、
AI 活用の実証実験に着手
今回の実証実験は、リテール AI 研究会が音頭を取り、ライバル会社

も含め結束して実施しています。リテール A I 研究会は 2017年に

スタートし、2021年6月現在、流通小売業をはじめ、卸売業、メー

カー、IT 企業など 250社超が参加している日本最大級の流通関連

団体です。

その目的の 1つが、リテールの DX に向けて関連する企業が協力で

きる場を作ること。「1社ごとの取り組みでは、結局それぞれが同じよ

うな実験をやって、同じ失敗を繰り返すことになります。去年 JAN 

コードを発行したメーカーは 10万社あり、10万社が同じことを繰り

替えてしていては、日本全体で大きな損失です。この無駄をなくすた

め失敗はみんなで共有し、それを糧に一歩進んだ実験をやってみる

ことで効率よく成果を得られます」（今村氏）。さらに関連企業が集ま

ることで、仕様の標準化も狙っています。

標準化はシステムやデータの仕様だけではありません。分析に当たっ

ては、ターゲットの行動を定義する必要がありますが、しきい値を

決めなければなりません。例えば、立ち止まるといっても何秒止まっ

たら立ち止まったことになるのかといった、1つずつの行動に関して

会員社で実験と協議を繰り返し、指標を作っています。「こういった

ことが決まっていくと、ようやく広告枠として取引可能になっていき

ます」（今村氏）。

リテール AI 研究会は、情報の提供やリテール AI セミナー、人材育成

活動などを行っていますが、その中の 1つ分科会活動は、希望する会

社が集まってさまざまなリテール AI に関する実用化実験を行っていま

す。今回のココカラファインの取り組みは、その 1つ「リテールメ

ディア分科会」で行われました。

2019年9月から第1期の実験が実施され、2021年4月から第2期

を実施。ココカラファインは第2期から参加しています。

各社の実験結果を失敗含め共有
効率的な実用化実験を展開
今回のプロジェクトには、IT とコンテンツ制作の両方に強みを持ち、

デジタルサイネージの知見も豊富な SB クリエイティブも参加し、シ

ステム構築やコンテンツ制作を担当しました。

店舗にインタラクション型のデジタルサイネージと赤外線センサー、

ウェブカメラ、解析処理を行うためのエッジ・コンピューターを設置し、

ターゲットとなる来店客の属性や状況をリアルタイムで解析、最適

なコンテンツを表示します。「これまで店舗スタッフがお客様の様子

を見て、提案商品を素早く判断しながら購入につなげてきたプロセス

を、そのまま自動化しているイメージです」（今村氏）。

店舗への負担がないよう、コンテンツの配信はすべてリモートで SB

クリエイティブが実行しています。一旦設置すれば店舗側は新しいポ

スターを張り出すような手間をかけることなく、コンテンツが自動的

に変わるようになっています。利根川氏は、「実際、店舗側ではこのた

めの余分な作業は全くありません」と話します。また今村氏は、「現場
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に展開する場合、既存のプロセスを変えずにデジタル化することは非

常に大切です。新しいプロセスを導入すると展開が大変で、それがで

きず失敗することも少なくありません」と話します。

実験対象店舗はコンビニが 1店舗、ココカラファインが 3店舗です。

店舗数が限られるため、各メーカーが 1カ月ごとに交代し、実験方法

を変えながら行っています。「これまでと大きく違うのが、例えばカル

ビーが行った実験結果は失敗を含めてみんなが共有し、そこから発展

させたり、そこでできなかったことを試せます」（今村氏）。同じ小売店

といっても業態が異なるドラッグストアとコンビニを比較検討できる

貴重な機会にもなっています。

各社の実験結果を比較検討できるよう、共通実験も行っています。

例えば想定シナリオによるコンテンツ別の比較です。ターゲットとな

る来店者とサイネージとの距離が「遠い（ファー）」、「近い（ニア）」、

「手に持つ（ピック）」に分けて別々のコンテンツを表示。「ファー」の

場合は、例えば梅雨時なら「梅雨を吹き飛ばそう」といった一般的な

メッセージを流します。気になって近づき「ニア」になったらター

ゲットの属性や状況に合わせて最適なコンテンツを、さらに「ピック」

になったら商品の機能的な情報もしくはクーポンを表示します。ただ

し、本来顔から性別や年齢といった属性を認識する予定でしたが、コ

ロナ禍で皆マスクを着用しているため顔認識が難しく、現在は曜日や

時間帯別に表示を変えています。

SB クリエイティブは、参加企業が実験結果を活用できるよう、ダッシュ

ボードを提供。サイネージを見た人数、立ち止まった人数、商品を手

に取った人数などを分かりやすく表示しています。

OpenVINO™ ツールキットを採用し
安価で迅速な開発、高速推論、安定運用を実現
システム構築にあたっては、来店客の属性や状態を識別し、仮説を

立てながら最適なコンテンツを表示する必要があります。

データの解析には AI を活用しており、そのシステム開発にインテル

の OpenVINO™ ツールキットを採用しています。その最大の理由は

リードタイム短縮とコストダウンが可能な点です。SB クリエイティブ

株式会社 コンテンツ事業本部 企画広告事業部 担当部長 兼 事業企画部

マネージャー 刀根亮太氏は「OpenVINO™ ツールキットは、体や

顔の検出、視点の向き、年齢といった複数の学習済みの AI エンジン

が入っており、これらを組み合わせてシステムに仕上げられるので、

迅速かつ安価に構築が可能です」と評価しています。

今村氏もデータ・サイエンティストの立場から、OpenVINO™ ツー

ルキットで開発したシステムの安定性と推論スピードを評価して

います。「開発よりも運用時間の方が圧倒的に長く、安価に安定運用

できることが極めて重要です。店舗ではずっと推論を続けており、い

くら性能が優れていても、必要以上に電力を消費したり停止が多い

ようでは現場では使えません。また、CPU ベースでハードウェアに最

適化されており、CPU が追加できるなど拡張性も高く処理が速い。

処理が遅いと顔認識をしている間にターゲットがいなくなってしま

いかねません。そういう意味で、クラウド上の AI エンジンで解析す

るというのは店舗では使えません」（今村氏）。

コンテンツ制作への AI 活用も視野に
自然な店頭コミュニケーションを目指す

1期目を終了して見えてきたことがいくつかあります。メーカーの CM 

を流しても喜ばれない、静止画より動画の方が効果が高い、ターゲ

ティング広告は時間帯によって変えた方が効果的、などです。

逆に分からなかったのは、購買につながったかどうかです。そこで、2期

目はそこにチャレンジする予定です。松永氏は、「売り場でクーポンを発

行して、それを使ってもらえば買ったかどうかが分かります。今はサイ

ネージの中に QR コードを埋め込んでいますが、お客様の反応によっ

てやり方を変えるかもしれません。こういう実験はメーカーだけでは

できないので、研究会だからこそできる貴重な機会です」といいます。

デジタル化によって大きく変わったのはスピードです。「従来は商談

開始からおよそ 3カ月かけてさまざまな販促物の制作などを行い売

り場を作っていきますが、デジタルサイネージなら大幅にこの期間を

短縮することができます。このスピード感は、新しい販促戦略を立て

る上でもとても重要です」と松永氏。

ココカラファインは、今年新たに「ココカラ Ads」というサービスを開

始。ココカラ公式アプリを使って、動画広告と売り場を連動しさまざ

まな販促施策を打ち出していく予定です。現在この動きは今回のプロ

ジェクトと別に進められていますが、利根川氏としては将来的に連動

したい考えです。「サイネージが店舗にとって魅力的な媒体になれば、

どんどん導入店舗数も増えていくはずです。店舗のサイネージをココ

カラ Ads のメニューに加え、連動した販促施策が打てるようにして

いきたい」（利根川氏）。

同じチェーンストアでも店舗はそれぞれ特色があり、その違いをどこま

でコンテンツに反映させるかが課題です。刀根氏は「実験は理想形で行

うべきと考え、すべて作り分けました」と話していますが、店舗数が増

ダッシュボードでは、さまざまな情報を一括して見ることが可能



えれば困難が予想されます。そこで期待されるのが、コンテンツ制作

への AI の活用です。今村氏は、「今後お客様の行動や販売データなど

から、コンテンツを作り分けられるようになるでしょう。さらに、コンテン

ツと販売実績の関係を学習することで、どういう種類のコンテンツを

どのタイミングで出せばいいか、などが分かってくるはずです。この取

り組みを進めることで店舗の棚が “考える棚”となり、商品を勧める

ことに長けた販売員を大量に配置するのと同じようなことが可能にな

るはずです。これはオンラインの世界では実際に起こっていることです。

一方で、オンラインではプライバシーの問題から規制が厳しくなりデー

タが取れなくなってきているので、実店舗に広がっていく可能性が高

まっています」と話します。
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今は曜日や時間帯などのルールベースでコンテンツを出し分けてい

ますが、今後 AI を活用して個別の条件に対応できるようにしていきた

いと考えています。松永氏は、「例えば再訪してくれたお客様に “あり

がとうございます”と言ったり、シリアルを購入した時に “牛乳を買い

忘れていませんか” と声をかけたり、より自然なコミュニケーションが

できるようにしていきたい」と期待しています。

*1：https://docs.openvinotoolkit .org/latest/index.html

ビジョン・ソリューション開発を加速するOpenVINO™ ツールキット

OpenVINO™ ツールキットは、無償でダウンロード可能なソフト

ウェア開発環境 / ライブラリー・スイートです *1。インテルが提

供する CPU、内蔵 GPU、インテル® FPGA、インテル® Movidius™ 

VPU といったさまざまなハードウェアに最適化され、ディープ

ラーニングによる推論を高速に実行できます。

エッジからクラウドまで AI とコンピューター・ビジョンを活用し

たアプリケーション開発が可能です。インテル® ハードウェアに

最適化された AI エンジンが用意されており、最新のコンピュー

ター・ビジョン・アプリケーション開発における導入コストの削減

を可能にすると同時に、開発の簡素化・高速化も可能にします。


